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(57)【要約】
　スマート環境の表現を管理するための能力が開示され
る。スマート環境の表現を管理するための能力は、スマ
ート環境の表現の、拡張現実（ＡＲ）に基づく管理をサ
ポートするように構成され、この管理には、ＡＲに基づ
いたスマート環境の表現の生成、ＡＲに基づいた、スマ
ート環境の表現とスマート環境の物理的現実の整合など
が含まれてもよい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロセッサおよびプロセッサに通信可能に接続されたメモリを含む装置であって、
　プロセッサが、
　　１組の物体が中に置かれた物理領域を含む環境内で、関連付けられた視野を有するデ
バイスの定位を決定し、
　　そのデバイスの視野内にあるとして検出されたビーコンの定位を示すビーコン定位情
報をデバイスの定位に基づいて決定し、
　　ある物体がビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されているか、ビーコ
ン定位情報に基づいて決定し、
　　ある物体がビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されているかに関する
決定に基づいて管理動作を行うように構成される、
装置。
【請求項２】
　管理動作を行うために、プロセッサが、
　　ビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録された物体がないとの決定に基づ
いて、
　　　ビーコンに関連する物体を識別し、
　　　ビーコンに関連する物体が環境に関連するとして登録されているか決定するように
構成される、
請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　ビーコンに関連する物体を識別するために、プロセッサが、
　　ビーコンから受信された情報に基づいてビーコンに関連する物体を識別するか、また
は
　　ビーコンの識別子を決定し、ビーコンに関連する物体へのビーコンの識別子のマッピ
ングに基づいてビーコンに関連する物体を識別するように構成される、
請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　プロセッサが、
　ビーコンに関連する物体が環境に関連するとして登録されているとの決定に基づいて、
　　ビーコンに関連する物体が環境に関連するとして登録されており、かつビーコンに関
連する物体の物体定位情報がビーコンのビーコン定位情報に一致しないことを示すメッセ
ージを生成するか、
　　ビーコンに関連する物体の物体定位情報の更新に関するメッセージを生成するか、ま
たは
　　環境内の新しい場所へのビーコンに関連する物体の移動に関するメッセージを生成す
るように構成される、
請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　プロセッサが、
　ビーコンに関連する物体が環境に関連するとして登録されていないとの決定に基づいて
、
　　ビーコンに関連する物体の物体登録情報を決定し、
　　ビーコンに関連する物体の物体登録情報の格納を開始するように構成される、
請求項２に記載の装置。
【請求項６】
　管理動作を行うために、プロセッサが、
　ビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されている物体がないとの決定に基
づいて、
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　　ビーコンに関連する物体の物体登録情報を決定し、
　　ビーコンに関連する物体の物体登録情報の格納を開始するように構成される、
請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　管理動作を行うために、プロセッサが、
　ビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されている物体がないとの決定に基
づいて、
　　ビーコンに関連する物体の物体定位情報の更新に関するメッセージを生成するか、ま
たは、
　　環境内の新しい場所へのビーコンに関連する物体の移動に関するメッセージを生成す
るように構成される、
請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　管理動作を行うために、プロセッサが、
　ある物体がビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されているとの決定に基
づいて、
　　ビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されている物体に関連する検出物
体構成情報をビーコンから取得し、
　　ビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されている物体に関連する登録物
体構成情報を取得し、
　　検出物体構成情報と登録物体構成情報を比較するように構成される、
請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　命令を記憶するコンピュータ可読記憶媒体であって、その命令がコンピュータによって
実行されるとコンピュータに方法を行わせ、その方法が、
　　１組の物体が中に置かれた物理領域を含む環境内で、関連付けられた視野を有するデ
バイスの定位を決定するステップと、
　　そのデバイスの視野内にあるとして検出されたビーコンの定位を示すビーコン定位情
報をデバイスの定位に基づいて決定するステップと、
　　ある物体がビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されているか、ビーコ
ン定位情報に基づいて決定するステップと、
　　ある物体がビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されているかに関する
決定に基づいて管理動作を行うステップとを含む、
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１０】
　１組の物体が置かれた物理領域を含む環境内で、関連付けられた視野を有するデバイス
の定位を決定し、
　そのデバイスの視野内にあるとして検出されたビーコンの定位を示すビーコン定位情報
をデバイスの定位に基づいて決定し、
　ある物体がビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されているか、ビーコン
定位情報に基づいて決定し、
　ある物体がビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されているかに関する決
定に基づいて管理動作を行うために、
プロセッサおよびメモリを使用するステップを含む、
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一般に環境の管理に関し、より詳細にはスマート環境の表現の、拡張現実に基
づく管理に関するが、これに限定されない。



(4) JP 2017-523619 A 2017.8.17

10

20

30

40

50

【背景技術】
【０００２】
　スマート環境の利用が拡大し続けるにつれて、そのようなスマート環境の複雑さもまた
拡大し続ける。例えば、ますます多くのＩｏＴ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｏｆ　Ｔｈｉｎｇｓ
：モノのインターネット）リソースを含む物理環境の構成が普及してきており、将来も増
え続けると予想される。そのようなスマート環境は多くの利益をもたらすが、スマート環
境を使用するには通常、甚大な管理上のオーバヘッドが必要であり、特に複雑なシナリオ
でリソースを使用するスマート環境で顕著である。加えて、スマート環境の使用に関連す
る管理上のオーバヘッドは、余分の管理を必要とする事象または条件に遭遇しやすいリソ
ース（例えば、置き間違えられたり、別の場所に移動されたりする可能性があるか、故障
を起こしやすいなどのリソース）の使用によって悪化することもある。従って、スマート
環境の管理のための改善された機構が求められている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　従来技術の様々な欠点が、環境の管理のための実施形態によって解決される。
【０００４】
　少なくともいくつかの実施形態では、ある装置がプロセッサおよびプロセッサに通信可
能に接続されたメモリを含み、プロセッサは、１組の物体が中に置かれた物理領域を含む
環境内で、関連付けられた視野を有するデバイスの定位を決定し、そのデバイスの視野内
にあるとして検出されたビーコンの定位を示すビーコン定位情報をデバイスの定位に基づ
いて決定し、ある物体がそのビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されてい
るか、ビーコン定位情報に基づいて決定し、ある物体がそのビーコンの定位に一致する定
位を有するとして登録されているかに関する決定に基づいて管理動作を行うように構成さ
れる。
【０００５】
　少なくともいくつかの実施形態では、コンピュータによって実行されるとそのコンピュ
ータに方法を行わせる命令を、コンピュータ可読記憶媒体がその中に記憶し、この方法は
、１組の物体が置かれた物理領域を含む環境内で、関連付けられた視野を有するデバイス
の定位を決定するステップと、そのデバイスの視野内にあるとして検出されたビーコンの
定位を示すビーコン定位情報をデバイスの定位に基づいて決定するステップと、ある物体
がそのビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されているか、ビーコン定位情
報に基づいて決定するステップと、ある物体がそのビーコンの定位に一致する定位を有す
るとして登録されているかに関する決定に基づいて管理動作を行うステップとを含む。
【０００６】
　少なくともいくつかの実施形態では、ある方法が含むステップは、プロセッサおよびメ
モリを使用して、１組の物体が置かれた物理領域を含む環境内で、関連付けられた視野を
有するデバイスの定位を決定し、そのデバイスの視野内にあるとして検出されたビーコン
の定位を示すビーコン定位情報をデバイスの定位に基づいて決定し、ある物体がそのビー
コンの定位に一致する定位を有するとして登録されているか、ビーコン定位情報に基づい
て決定し、ある物体がそのビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されている
かに関する決定に基づいて管理動作を行う。
【０００７】
　本明細書内の教示は、詳細説明を添付図面と併せて考察することにより容易に理解する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】スマート環境、ＡＲユーザデバイス、およびスマート環境表現管理システムを含
む例示的システムを示す図である。
【図２】図１に示されるＡＲユーザデバイスの例示的実施形態を示す図である。
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【図３】図１に示されるスマート環境表現管理システムの例示的実施形態を示す図である
。
【図４】図１に示されるスマート環境の一部の例示的表現を示す図である。
【図５】スマート環境の表現を生成するための方法の例示的実施形態を示す図である。
【図６】検出物体情報および登録物体情報に基づいて管理動作を行うための方法の例示的
実施形態を示す図である。
【図７】スマート環境の表現をスマート環境の物理的現実に整合させるための方法の例示
的実施形態を示す図である。
【図８】ある環境に管理動作を行うための方法の例示的実施形態を示す図である。
【図９】本明細書に記載される機能の実行に使用するために適したコンピュータの上位レ
ベルブロック線図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　理解を助けるために、これらの図面で共通する同一の要素は、できる限り同じ参照番号
を使用して示した。
【００１０】
　本明細書には、スマート環境の表現を管理するための能力が提示されている。スマート
環境の表現を管理するための能力は、スマート環境の操作および使用における改善に繋が
るようにスマート環境の管理を容易化し得る。スマート環境の表現を管理するための能力
は、スマート環境の表現の拡張現実（ＡＲ）に基づく管理をサポートするように構成され
てもよく、この管理には、ＡＲに基づいたスマート環境の表現の生成、ＡＲに基づいた、
スマート環境の表現とスマート環境の物理的現実（または少なくともスマート環境の物理
的現実を取り込んだ、または測定したもの）の整合などが含まれてもよい。スマート環境
の表現を管理するための能力の様々な実施形態が、図１に示されるとおりの、例示的スマ
ート環境および、そのスマート環境の表現を管理するように構成された関連する管理シス
テムを考察することによって、よりよく理解され得る。
【００１１】
　図１は、スマート環境およびスマート環境表現管理システムを含む例示的システムを示
す。
【００１２】
　システム１００はスマート環境１１０、ＡＲユーザデバイス１２０、通信ネットワーク
１３０および、スマート環境表現管理システム１４０を含む。
【００１３】
　スマート環境１１０は、１組の物体１１１１から１１１５（集合的には、物体１１１）
を含む場所であり、これらの物体はそれぞれに関連する１組のビーコン１１２１から１１
２５（集合的には、ビーコン１１２）を有する。場所は、スマート環境をサポートできる
任意の適切なタイプの場所であってもよく、それには屋内の場所、屋外の場所、またはそ
れらの組み合わせが含まれてもよい。例えば、場所は、住居、住居の一部、事業所、事業
所の一部、企業もしくは大学の構内、企業もしくは大学の構内の一部、公園、公園の一部
、町もしくは都市、町もしくは都市の一部など、ならびにそれらの様々な組み合わせであ
ってもよい。上記の例に示されるとおり、場所は任意の適切なサイズであってもよい（例
えば、家の１室、家全体、ビルの１フロア、ビルの複数フロア、ビルのグループ、任意の
ビルの外部の空き地、町または都市の街路（１つまたは複数）など、ならびにそれらの様
々な組み合わせ）。スマート環境１１０は、これより少ない、またはこれより多くの物体
１１１および関連するビーコン１１２を含んでもよいことを理解されたい。
【００１４】
　物体１１１は、スマート環境内に置かれ得るどのような物体を含んでもよい。例えば、
物体１１１はセンサ、アクチュエータ、メディアキャプチャデバイス（例えば、マイクロ
フォン、カメラなど）、メディア表現デバイス（例えば、ディスプレイ、スピーカなど）
、接続された家電（例えば、冷蔵庫、カーテンなど）など、ならびにそれらの様々な組み
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合わせを含んでもよい。例えば、物体１１１はＩｏＴ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ－ｏｆ－Ｔｈｉ
ｎｇｓ：モノのインターネット）環境に含まれ得るどのような物体を含んでもよい。スマ
ート環境１１０に置かれる物体１１１のタイプは、スマート環境１１０の場所のタイプに
よって異なる（例えば、家庭内のセンサおよびアクチュエータ、事業所内のアクチュエー
タおよび防犯カメラ、町または都市の街路に配備されたセンサおよび防犯カメラなど）。
概して、所与の物体１１１は、物体１１１の物体識別情報、スマート環境１１０内の物体
１１１の定位を示す物体定位情報、物体１１１の物体能力情報、物体１１１の物体構成情
報など、ならびにそれらの様々な組み合わせなどの、その物体に関連する物体情報を有し
てもよい。物体１１１の物体識別情報は、物体１１１の一意の物体識別子、物体１１１の
物体タイプなどを含んでもよい。スマート環境内の物体１１１の定位を示す物体定位情報
は、スマート環境１１０内の物体１１１の位置（例えば、物体１１１の絶対位置、１つま
たは複数の基準点（例えば、１つまたは複数の他の物体１１１、ＡＲユーザデバイス１２
０など）に相対的な物体１１１の位置など）を含んでおり、スマート環境１１０内の物体
１１１の方向（例えば、物体１１１が向いている方向、物体１１１の影響が及ぶ範囲など
、ならびにそれらの様々な組み合わせ）もまた含んでもよい。物体１１１の物体能力情報
は、物体１１１から利用可能な機能またはサービスを含んでもよく、それらが物体１１１
の物体タイプによって異なり得ることを理解されたい。物体１１１の物体能力情報はまた
、メディア表現物体の処理能力、ネットワークアクセスゲートウェイのネットワーキング
能力、カメラのカメラ解像度などの能力情報を含んでもよく、様々なタイプの物体１１１
に関連し得る能力情報のタイプを理解されたい。物体１１１の物体構成情報は、物体１１
の現在の構成を表す情報を含んでもよく、この構成が物体１１１の物体タイプにより異な
ることを理解されたい。例えば、物体１１１の物体構成情報は、物体１１１のネットワー
クアドレス、前述した物体１１１に関連する定位情報、物体１１１の影響が及ぶ２次元ま
たは３次元の空間範囲、物体１１１がセンサであれば物体１１１のセンサ閾値および範囲
、物体１１１がアクチュエータであれば物体１１１のアクチュエーションのアラインメン
トおよび範囲、物体１１１がカメラであれば物体１１１の視野および解像度などを含んで
もよく、様々なタイプの物体１１１に関連し得る構成情報のタイプを理解されたい。明確
さのために省略したが、物体１１１の少なくともいくつかがＡＲユーザデバイス１２０と
通信するように（例えば、ローカルに、またはＣＮ１３０を介して）構成されてもよく、
物体１１１の少なくともいくつかがＣＮ１３０などを介して通信するように構成されるな
どでもよい（例えば、物体１１１の制御に使用するために、ネットワーク経由でホストさ
れるサービスが利用可能であってもよい）。スマートな物体である物体１１１について主
に図示および説明されているが、物体１１１は、さらに、または代わりに、必ずしも処理
能力またはネットワーキング能力を含まない単純な物体（例えば、家具、芸術作品など）
を含んでもよい。
【００１５】
　ビーコン１１２はＡＲユーザデバイス１２０によって検出され得るどのようなビーコン
を含んでもよい。物体１１１に関連するビーコン１１２は、スマート環境１１０内のＡＲ
ユーザデバイス１２０への相対的な関連物体１１１の定位（例えば、ＡＲユーザデバイス
１２０から関連物体１１１への距離、ＡＲユーザデバイス１２０に対する関連物体１１１
の向きなど）を決定できるように構成される。ビーコン１１２は、１つまたは複数の能動
ビーコン、１つまたは複数の受動ビーコンなど、ならびにそれらの様々な組み合わせを含
んでもよい。少なくともいくつかの実施形態では、所与の物体１１１について、その所与
の物体１１１に関連するビーコン１１２は１つまたは複数の発光デバイスのセットを含ん
でもよい。発光デバイスは、ダイオード、レーザなどを含んでもよい。発光デバイスは、
可視光線、赤外線などを発するように構成されてもよい。少なくともいくつかの実施形態
では、所与の物体１１１について、その所与の物体１１１に関連するビーコン１１２は、
複数の発光デバイスからなる、知られている幾何学パターンであってもよい（例えば、知
られている寸法または方向の三角形に配置された３つの発光ダイオード、知られている寸
法または方向の正方形または矩形に配置された４つの発光ダイオードなど）。ビーコン１
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１２は、自身の電源を有する１つまたは複数のビーコン、関連物体１１１から電力を引け
るように関連物体１１１に接続された１つまたは複数のビーコンなど、ならびにそれらの
様々な組み合わせを含んでもよい。少なくともいくつかの実施形態では、ビーコン１１２
のうち１つまたは複数は、受動ビーコン（例えば、光を吸収する材料で作られたビーコン
）を含んでもよい。概して、所与の物体１１１に関連する所与のビーコン１１２は、物体
１１１に関連する物体情報を搬送するように構成されてもよいし、そのように構成されな
くてもよい（区別については、追加の詳細で説明する）が、所与の物体１１１に関連する
所与のビーコン１１２が物体１１１に関連する物体情報を搬送するように構成される場合
は、ビーコン１１２は物体情報を任意の適切な方法で搬送してもよい（例えば、共働して
ビーコン１１２を提供する複数の光源の特定の方向または配置を介して、共働してビーコ
ン１１２を提供する１つまたは複数の光源による発光の特定の変調を介してなど）。ビー
コン１１２が関連物体１１１と共に配備される実施形態に関して主に図示および説明され
ているが、少なくともいくつかの実施形態ではビーコン１１２の１つまたは複数は、必要
に応じて、物体１１１の１つまたは複数に対して提供されてもよいことを理解されたい（
例えば、ＡＲユーザデバイス１２０による物体１１１の検出を可能にする関連ビーコン１
１２を提供するために、ＡＲユーザ１２０のユーザが物体１１１にポータブルレーザのレ
ーザビームをあてる、物体１１１に一時的または恒久的にビーコン１１２を取り付けてＡ
Ｒユーザデバイス１２０による物体１１１の検出を可能にできるように、ＡＲユーザデバ
イスのユーザ１２０がビーコン１１２を携行するなど、もしくはそれらの様々な組み合わ
せ）。
【００１６】
　ＡＲユーザデバイス１２０は、スマート環境１１０の表現を管理するための能力の様々
な機能をサポートするように構成される。ＡＲユーザデバイス１２０は、スマート環境１
１０の場所の深度マップを提供する像の取込み、物体１１１に関連するビーコン１１２の
検出を介した物体１１１の検出など、ならびにそれらの様々な組み合わせをサポートする
ように構成される。ＡＲユーザデバイス１２０は、ＡＲユーザデバイス１２０のユーザが
（例えば、スマート環境１１０の場所の深度マップを提供する像を取り込むこと、ビーコ
ン１１２を検出すること、物体１１１に関連するビーコン１１２の検出を介して物体１１
１を検出することなどのために）ＡＲユーザデバイス１２０をスマート環境１１０内に運
び込むことができるように、可搬またはウェアラブルであってもよい。ＡＲユーザデバイ
ス１２０は、下記にさらに詳細に説明するように、様々な処理能力、画像取込みおよび信
号検出の能力、ネットワーキング能力、表現能力、対話能力などをサポートしてもよい。
例えば、ＡＲユーザデバイス１２０は、スマートフォン、タブレットコンピュータ、ヘッ
ドマウントデバイス（例えばメガネまたはその他のヘッドマウントデバイス）などであっ
てもよい。図２に、ＡＲユーザデバイス１２０の例示的一実施形態が示される。図２に示
されるように、ＡＲユーザデバイス２００は、メモリ２２０、ＴｏＦ（タイムオブフライ
ト方式）カメラ２３０、ネットワーキングインタフェース２４０、表現インタフェース２
５０、および対話インタフェース２６０のそれぞれに通信可能に接続されたプロセッサ２
１０を含む。プロセッサ２１０は、ＡＲユーザデバイス２００の他の様々な構成要素と共
働して、スマート環境１１０の表現を管理するための能力の様々な機能を提供してもよい
。メモリ２２０は様々なタイプのプログラムおよびデータを記憶するように構成され、そ
れらは、スマート環境表現管理プログラム（複数可）２２１（例えば、プロセッサ２２１
によって実行されて、本明細書で説明されるとおりのＡＲユーザデバイスの機能を提供し
てもよい、任意のプログラム（複数可））、ＴｏＦカメラ像２２２、スマート環境１１０
のマップ２２３、ビーコン１１２に関連するビーコン情報２２４（例えば、ビーコン１１
２から検出された検出ビーコン情報、ビーコン１１２に関連するとして登録されている登
録ビーコン情報など）、物体１１１に関連する物体情報２２５（例えば、物体１１１また
は物体１１１に関連するビーコン１１２から検出された検出物体情報、物体１１１に関連
するとして登録されている登録物体情報など）、スマート環境１１０の表現（複数可）２
２６、および、他の情報２２７（例えば、ＡＲユーザデバイス２００の他の要素を制御す
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るための他のプログラム、他のデータなど、ならびにそれらの様々な組み合わせ）を含ん
でもよい。ＴｏＦカメラ２３０は、スマート環境１１０の表現を管理するための能力をサ
ポートして光学像を取り込むように構成される（例えば、ＴｏＦカメラの視野内のスマー
ト環境１１０のある部分の３次元像を取り込むように構成される、物体１１１に関連する
ビーコン１１２を検出するように構成されるなど）。ネットワーキングインタフェース２
４０はＡＲユーザデバイス２００によるスマート環境表現管理システム１４０との通信を
サポートするように構成される（例えば、ＴｏＦカメラ２３０によって取り込まれた像を
、スマート環境１１０の表現を管理するための管理機能を行う際に使用するためにスマー
ト環境表現管理システム１４０に送信すること、スマート環境１１０の表現の最新バージ
ョンを決定する状況でのスマート環境表現管理システム１４０との対話、スマート環境１
１０の表現の最新バージョンをＡＲユーザデバイス１２０で表現するためにスマート環境
表現管理システム１４０から受信することなど、ならびにそれらの様々な組み合わせ）。
表現インタフェース２５０（例えば、１つまたは複数のディスプレイ画面、１つまたは複
数のスピーカなど）は、ＡＲユーザデバイス１２０での情報の表現をサポートするように
構成される（例えば、ＴｏＦカメラ像２２２、スマート環境１１０のマップ２２３、ビー
コン１１２に関連するビーコン情報２２４、物体１１１に関連する物体情報２２５、スマ
ート環境１１０の表現（複数可）２２６、他の情報２２７、スマート環境１１０の表現を
管理する状況でのＡＲユーザデバイス１２０による選択のための選択肢など、ならびにそ
れらの様々な組み合わせ）。対話インタフェース２６０（例えば、タッチスクリーンコン
トロール、ボタンなど）は、ＡＲユーザデバイス１２０のユーザの、ＡＲユーザデバイス
１２０に表現される情報との対話をサポートするように構成される（例えば、スマート環
境１１０の表現に関する情報にユーザがアクセスできるようにすること、スマート環境１
１０の表現を管理する状況でユーザが設定情報および選択を指定できるようにすることな
ど）。図２のＡＲユーザデバイス２００は単に図１のＡＲユーザデバイス１２０の考え得
る１つの実装を表しており、よって、図１の状況の中で、ＡＲユーザデバイス１２０の能
力について、さらに説明が続行されることを理解されたい。ＡＲユーザデバイス１２０は
、図２のＡＲユーザデバイス２００に関して図示および説明されるどのような機能をサポ
ートしてもよく、ならびに、本明細書でＡＲユーザデバイスによって行われるとして図示
および説明される他のどのような機能をサポートしてもよい。
【００１７】
　ＣＮ１３０はスマート環境１１０の表現を管理するための能力の様々な機能を提供する
ことに関連する通信をサポートするように構成された１つまたは複数の通信ネットワーク
を含んでもよい。ＣＮ１３０は、ＡＲユーザデバイス１２０とスマート環境表現管理シス
テム１４０との間の通信をサポートするように構成される。ＣＮ１３０が１つまたは複数
の無線アクセスネットワーク（例えば、ワイヤレスフィデリティ（Ｗｉ－Ｆｉ）、セルラ
ーなど）を含み、それを介してＡＲユーザデバイス１２０がスマート環境表現管理システ
ム１４０と通信してもよいし、ＣＮ１３０が１つまたは複数の有線ネットワークを有し、
そのネットワークが１つまたは複数の無線アクセスネットワークとスマート環境表現管理
システム１４０との間の通信をサポートしてもよいし、あるいはそれらの様々な組み合わ
せを有してもよい。
【００１８】
　スマート環境表現管理システム１４０は、スマート環境１１０の表現を管理するための
能力の様々な機能をサポートするように構成される。スマート環境表現管理システム１４
０はスマート環境１１０の表現を生成するように構成されてもよく、それには、スマート
環境１１０の初期表現を作成すること、スマート環境１１０の既存の表現を更新すること
、スマート環境１１０の物理的現実へのスマート環境１１０の表現の整合をサポートする
ことなど、ならびにそれらの様々な組み合わせが含まれてもよい。スマート環境表現管理
システム１４０は、下記のさらなる詳細で説明するように、スマート環境１１０の表現を
管理するための能力の様々な機能をサポートするための様々な能力を含んでもよい。図３
に、スマート環境表現管理システム１４０の例示的実施形態が示される。図３に示される
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ように、スマート環境表現管理システム３００は、メモリ３２０、ネットワーキングイン
タフェース３３０、表現インタフェース３４０、および対話インタフェース３５０のそれ
ぞれと通信可能に結合されたプロセッサ３１０を含む。プロセッサ３１０は、スマート環
境表現管理システム３００の他の様々な構成要素と共働して、スマート環境１１０の表現
を管理するための能力の様々な機能を提供してもよい。メモリ３２０は様々なタイプのプ
ログラムおよびデータを記憶するように構成され、それらは、スマート環境表現管理プロ
グラム（複数可）３２１（例えば、プロセッサ３２１によって実行されて、本明細書で説
明されるとおりのスマート環境表現管理システムの機能を提供してもよい、任意のプログ
ラム（複数可））、ＡＲユーザデバイス１２０から受信されたＴｏＦカメラ像３２２、ス
マート環境１１０のモデル３２３、ビーコン１１２に関するビーコン情報３２４（例えば
、ビーコン１１２から検出された検出ビーコン情報、ビーコン１１２に関連するとして登
録されている登録ビーコン情報など）、物体１１１に関連する物体情報３２５（例えば、
物体１１１または物体１１１に関連するビーコン１１２から検出された検出物体情報、物
体１１１に関連するとして登録されている登録物体情報など）、スマート環境１１０の表
現（複数可）３２６、および、他の情報３２７（例えば、スマート環境表現管理システム
３００の他の要素を制御するための他のプログラム、他のデータなど、ならびにそれらの
様々な組み合わせ）を含んでもよい。ネットワーキングインタフェース３３０はＡＲユー
ザデバイス１２０との通信をサポートするように構成される（例えば、ＴｏＦカメラによ
って取り込まれた像を、スマート環境１１０の表現を管理するための管理機能を行う際に
使用するために受信すること、スマート環境１１０の表現の最新バージョンを決定する状
況でのＡＲユーザデバイス１２０との対話、スマート環境１１０の表現の最新バージョン
をＡＲユーザデバイス１２０で表現するためにＡＲユーザデバイス１２０に提供すること
など、ならびにそれらの様々な組み合わせ）。表現インタフェース３４０（例えば、１つ
または複数のディスプレイ画面、１つまたは複数のスピーカなど）は、スマート環境表現
管理システム３００で情報の表現をサポートするように構成される（例えば、スマート環
境１１０のモデル３２３の表現、ビーコン１１２に関連するビーコン情報３２４、物体１
１１に関連する物体情報３２５、スマート環境１１０の表現（複数可）３２６、他の情報
３２７、スマート環境１１０の表現を管理する状況でのＡＲユーザデバイス１２０のユー
ザによる選択のための選択肢など、ならびにそれらの様々な組み合わせ）。対話インタフ
ェース３５０（例えば、タッチスクリーンコントロール、ボタンなど）は、スマート環境
表現管理システム３００のユーザの、スマート表現管理システム３００に表現される情報
との対話をサポートするように構成される（例えば、スマート環境１１０の表現に関する
情報にユーザがアクセスできるようにすること、スマート環境１１０の表現を管理する状
況でユーザが設定情報および選択を指定できるようにすることなど）。図３のスマート環
境表現管理システム３００は単に図１のスマート環境表現管理システム１４０の考え得る
１つの実装を示しており、よって、図１の状況の中で、スマート環境表現管理システム１
４０の能力について、さらに説明が続行されることを理解されたい。スマート環境表現管
理システム１４０は、図３のスマート環境表現管理システム３００に関して図示および説
明されるどのような機能、ならびに、本明細書でスマート環境表現管理システムによって
行われるとして図示および説明される他のどのような機能をサポートしてもよい。
【００１９】
　スマート環境表現管理システム１４０は、スマート環境１１０の表現を生成するように
構成されてもよい。スマート環境表現管理システム１４０は、スマート環境１１０内の物
体１１１の定位を示す表示（例えば、少なくとも位置、任意選択で、方向）を含むように
スマート環境１１０のモデルを拡張することによってスマート環境１１０の表現を生成す
るように構成されてもよい。スマート環境１１０のモデルは、スマート環境１１０の３次
元モデルであってもよい。スマート環境１１０のモデルは、スマート環境１１０のグラフ
ィカル表現であってもよい（例えば、コンピュータ支援製図（ＣＡＤ）ツールを使用して
描かれたもの、スマート環境１１０の画像ベースの表現（例えば、ＡＲユーザデバイス１
２０のＴｏＦカメラによって取り込まれたスマート環境１１０の深度マップ）などであっ
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てもよい。スマート環境１１０内の物体１１１の定位は、物体１１１の基準物体定位情報
に基づいてスマート環境管理表現システム１４０によって決定され、この情報はスマート
環境１１０のためにスマート環境表現管理システム１４０によって格納されている。ＡＲ
ユーザデバイス１２０から受信された物体情報は、スマート環境表現管理システム１４０
によってスマート環境１１０の表現を生成するために使用されてからスマート環境表現管
理システム１４０によって格納されてもよいし、または、スマート環境表現管理システム
１４０によって格納されてからスマート環境表現管理システム１４０によってスマート環
境１１０の表現を生成するために使用されてもよい。ただし、どちらの場合でも、ＡＲユ
ーザデバイス１２０から受信された物体情報は、スマート環境表現管理システム１４０の
物体情報の一部として、スマート環境１１０の表現を生成するためにスマート環境表現管
理システム１４０によってアクセスされてもよいように格納される。換言すれば、スマー
ト環境表現管理システム１４０によって維持される物体情報は、スマート環境１１０の表
現に関する様々な管理機能を提供する際にスマート環境表現管理システム１４０によって
使用されてもよい基準物体情報のセットを提供する。スマート環境表現管理システム１４
０によって最終的に格納される物体１１１の基準物体定位情報は、ＡＲユーザデバイス１
２０のＴｏＦカメラによって取り込まれた像に基づいて決定される。つまり、スマート環
境１１０内の物体１１１の定位は、スマート環境１１０内のＡＲユーザデバイス１２０の
定位を決定し（例えば、スマート環境１１０のモデルおよびＡＲユーザデバイス１２０の
ＴｏＦカメラからのＴｏＦカメラ像に基づいて、精密定位技法に基づいて、など）、物体
１１１に関連するビーコン１１２の検出に基づいてスマート環境１１０内の物体１１１を
検出し、スマート環境１１０内のＡＲユーザデバイス１２０の定位およびスマート環境１
１０内の物体１１１の検出に関連する情報に基づいてスマート環境１１０内の物体１１１
の定位を決定することによって決定されてもよい。スマート環境表現管理システム１４０
は、（ａ）物体１１１に関連する基準物体定位情報に基づいてスマート環境１１０のモデ
ル内の物体１１１の定位を識別し、（ｂ）スマート環境１１０内の物体１１１の定位の表
示を含ませるようにスマート環境１１０のモデルを拡張することによって、スマート環境
１１０内の物体１１１の定位の表示を含むようにスマート環境１１０のモデルを拡張する
ように構成されてもよい。スマート環境１１０内の物体１１１の定位の表示は、各物体１
１１について、スマート環境１１０内の物体１１１の実際の位置に対応するスマート環境
１１０の３次元モデル内の物体１１１の位置を識別し、スマート環境１１０の３次元モデ
ル内の識別された物体１１１の位置にインジケータ（例えば、アイコンまたは他の何らか
の適切なインジケータ）を関連付けることによって提供されてもよい。スマート環境１１
０の表現内で物体１１１を表すインジケータは、それに関連する物体情報を有してもよい
（例えば、物体識別情報、物体定位情報、物体能力情報、物体構成情報など、ならびにそ
れらの様々な組み合わせ）。スマート環境１１０の表現内で物体１１１を表すインジケー
タは、物体１１１の物体情報の表現、スマート環境１１０の表現の中での物体１１１の表
現の構成（例えば、物体１１１のために格納されている、登録された構成情報の修正）、
物体１１１そのものとの通信または物体１１１そのものの構成など、ならびにそれらの様
々な組み合わせを可能にするために、選択可能であってもよい（例えば、ＡＲユーザデバ
イス１２０の対話インタフェース、スマート環境表現管理システム１４０の対話インタフ
ェース、スマート環境１１０の表現がそこに提示されてもよい他の任意のデバイスの対話
インタフェースなどを介して）。ＡＲユーザデバイス１２０の視野内にあるスマート環境
１１０の一部分の例示的表現が図４に示される。図４に示されるように、ＡＲユーザデバ
イス１２０の視野内にあるスマート環境１１０の一部分は家庭の居間の一部分（それぞれ
に関連するビーコン１１２１、１１２２および１１２３を有する物体１１１１、１１１２

および１１１３を含む）を含み、よって、ＡＲユーザデバイス１２０の視野内にあるスマ
ート環境１１０の部分の表現４００は、家庭の居間のその部分の画像を含み、その画像は
アイコン４０１（防犯カメラとして描かれた物体１１１１に関連する）、アイコン４０２
（照明として描かれた物体１１１２に関連する）、およびアイコン４０３（テレビとして
描かれた物体１１１３に関連する）を含むように拡張されている。
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【００２０】
　図５は、スマート環境の表現を生成するための方法の例示的一実施形態を示す。方法５
００のステップが、ＡＲユーザデバイスによって実行されてもよく、スマート環境表現管
理システムによって実行されてもよく、または、ＡＲユーザデバイスとスマート環境表現
管理システムとの間に分散されてもよいことを理解されたい。主に順次行われるとして図
示および説明されているが、方法５００のステップの少なくとも一部が同時または図５に
示されるものとは別の順序で行われてもよいことを理解されたい。
【００２１】
　ステップ５０１で、方法５００が開始する。
【００２２】
　ステップ５１０で、スマート環境のモデルが取得される。スマート環境は、１組の物体
およびその物体に関連する１組のビーコンを含む物理領域である。
【００２３】
　ステップ５２０で、ＡＲユーザデバイスのＴｏＦカメラによって取り込まれた像が取得
される。ＴｏＦカメラ像は物理領域の像であり、物理領域の全体または一部の像を含んで
もよい。ＴｏＦカメラ像の取得は、物理領域内に置かれたビーコンの検出を含むか、ある
いは、検出に関連付けられていてもよい。ビーコンは物理領域内に置かれた物体に関連し
ており、よって、ビーコンの検出は、検出されたビーコンに関連する物体の検出であると
見なされてもよいし、または、物体の検出に使用されてもよい。
【００２４】
　ステップ５３０で、スマート環境内のＡＲユーザデバイスの定位が決定される。スマー
ト環境内のＡＲデバイスの定位は、スマート環境のモデルおよびＴｏＦカメラ像に基づく
か（例えば、ＡＲユーザデバイスのＴｏＦカメラによって取り込まれたスマート環境の深
度マップとスマート環境の基準モデルとの比較に基づき、基準モデルがスマート環境のモ
デルまたは、スマート環境の表現の現在もしくは以前のバージョンであってもよい）、精
密定位技法（例えば、屋外スマート環境ではＧＰＳ測位、屋内スマート環境では屋内定位
など）に基づくか、または、それらの様々な組み合わせに基づいて決定されてもよい。
【００２５】
　ステップ５４０で、スマート環境内の物体の定位を示す物体定位情報が、ＴｏＦカメラ
像およびスマート環境内のＡＲユーザデバイスの定位に基づいて決定される。物体定位情
報は、検出された各ビーコンについて、スマート環境内のビーコンの定位を決定し、Ｔｏ
Ｆカメラ像およびスマート環境内のＡＲユーザデバイスの定位に基づいて、検出されたビ
ーコンに関連する物体を決定し、そのビーコンのビーコン定位情報をそのビーコンに関連
する物体の物体定位情報として使用することによって決定されてもよい。
【００２６】
　ステップ５５０で、スマート環境の表現が、スマート環境のモデルおよびスマート環境
内の物体の定位を示す物体定位情報に基づいて生成される。スマート環境の表現の生成は
、スマート環境内に置かれた物体の表示を含めるようにスマート環境のモデルを拡張する
ことを含んでもよく、ここでスマート環境内に置かれた物体の表示はスマート環境内に置
かれた物体の物体定位情報に従って提供される（それによってスマート環境内の物体の定
位の表示を提供する）。スマート環境の表現に含まれる物体インジケータはそれに関連す
る他のタイプの物体情報を有してもよい（例えば、物体識別情報、物体能力情報、物体構
成情報、物体状態情報など、ならびにそれらの様々な組み合わせ）。スマート環境の表現
は、また、１つまたは複数の物体の影響が及ぶ空間的範囲の表示を含んでもよい（例えば
、センサ物体の検知範囲の表示、アクチュエータ物体のアクチュエータ範囲の表示、防犯
カメラの視野の表示、ディスプレイデバイスのディスプレイ範囲の表示など）。生成され
たスマート環境の表現は、ローカルに格納（例えば、スマート環境表現管理システムに格
納）、リモートデバイスに伝播（例えば、ＡＲユーザデバイスでの表現のためにスマート
環境表現管理システムからＡＲユーザデバイスに伝播）、表現インタフェースを介して表
現（例えば、スマート環境表現管理システムまたはＡＲユーザデバイスに表現）されるな
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ど、ならびにそれらの様々な組み合わせが行われてもよいことを理解されたい。
【００２７】
　ステップ５９９で、方法５００は終了する。
【００２８】
　図６は、検出物体情報および登録物体情報に基づいて管理動作を行うための方法の例示
的実施形態を示す。方法６００は主に、ＡＲユーザデバイスから受信された情報に基づい
てスマート環境の表現を生成するために、スマート環境表現管理システムによって行われ
る機能について図示および説明されている。ただし、スマート環境表現管理システムによ
って行われるとして図示および説明される様々な機能が分散されても、他の方法で様々に
提供されてもよいことを理解されたい。主に順次行われるとして図示および説明されてい
るが、方法６００のステップの少なくとも一部が同時または図６に示されるものとは別の
順序で行われてもよいことを理解されたい。
【００２９】
　ステップ６０１で、方法６００が開始する。
【００３０】
　ステップ６１０で、スマート環境内のＡＲユーザデバイスの定位が決定される。スマー
ト環境内のＡＲユーザデバイスの定位は、スマート環境のモデルおよびＡＲユーザデバイ
スのＴｏＦカメラによって取り込まれた像に基づいて決定されてもよい。スマート環境の
モデルは、スマート環境の基準モデル（例えば、スマート環境の表現がまだ作成されてい
ないモデル）、スマート環境の表現の以前のバージョンなどを含んでもよい。ＡＲユーザ
デバイスのＴｏＦカメラによって取り込まれた像は、スマート環境の深度マップを含んで
もよい。スマート環境内のＡＲユーザデバイスの定位は、スマート環境のモデルからの情
報をＡＲユーザデバイスのＴｏＦカメラによって取り込まれた像に含まれる情報とマッチ
ングすることによって決定されてもよい。マッチングは、画像認識能力、履歴情報、基準
点（例えば、１つまたは複数の物体１１１、１つまたは複数の物体１１１に関連するビー
コン１１２など）など、ならびにそれらの様々な組み合わせに基づいてもよい。スマート
環境内のＡＲユーザデバイスの定位は、スマート環境内のＡＲユーザデバイスの位置（例
えば、絶対位置、相対位置など）、スマート環境内のＡＲユーザデバイスの方向（例えば
、ＡＲユーザデバイスが向いている方向、ＡＲユーザデバイスの視野の表現、または他の
任意の適切な方向情報）などを含んでもよい。スマート環境内のＡＲユーザデバイスの定
位は、（１）ＡＲユーザデバイス上で決定されて（例えば、ＡＲユーザデバイスがスマー
ト環境のモデルをスマート環境表現管理システムから受け取る）、スマート環境表現管理
システムに提供されてもよいし、または、（２）スマート環境表現管理システム上で決定
されてもよい（例えば、ＡＲユーザデバイスがＡＲユーザデバイスのＴｏＦカメラによっ
て取り込まれた像をスマート環境表現管理システムに提供する）。スマート環境内のＡＲ
デバイスの定位は、精密定位技法（例えば、屋外スマート環境ではＧＰＳ測位、屋内スマ
ート環境では屋内定位など）に基づいて決定されてもよい。
【００３１】
　ステップ６２０で、ＡＲユーザデバイスの視野内にあるとして検出された１組の物体に
ついて、検出物体情報が決定される。ＡＲユーザデバイスの視野内にあるとして検出され
る１組の物体は、ＡＲユーザデバイスのＴｏＦカメラによって取り込まれた像に基づいて
、ＡＲユーザデバイスの視野内でそれらの物体に関連するビーコンを検出することによっ
て決定される。検出された物体の検出物体情報は、検出された物体の検出物体識別情報、
検出された物体の検出物体定位情報（例えば、スマート環境内の検出された物体の位置を
示し、任意選択で方向を示す情報）など、ならびにそれらの様々な組み合わせを含んでも
よい。検出された１組の物体の検出物体定位情報は、スマート環境内のＡＲユーザデバイ
スの定位に基づいて決定されてもよい。検出された物体の検出物体定位情報は、スマート
環境内で検出された物体の絶対位置を示す絶対物体定位情報でもよく、この情報は、スマ
ート環境内で検出された物体のＡＲユーザデバイスに対する相対的な位置を示す相対物体
定位情報に基づくと共にスマート環境内のＡＲユーザデバイスの定位に基づいて決定され
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てもよい。検出された物体の検出物体情報は、検出された物体の他のタイプの検出物体情
報もまた含んでもよい。検出された１組の物体の検出物体情報は、ＡＲユーザデバイス上
で決定されてスマート環境表現管理システムに提供されてもよいし、または、ＡＲユーザ
デバイスから受け取られた情報に基づいてスマート環境表現管理システムで決定されても
よい。ただし、どちらの場合でも、検出物体情報が、スマート環境でのＡＲユーザデバイ
スによるスマート環境のビーコンの検出に基づきＡＲユーザデバイスによってスマート環
境でローカルに取得された情報を含むことを理解されたい。ＡＲユーザデバイスの視野内
にあるとして検出された１組の物体の検出物体情報には、ＡＲユーザデバイスの視野内に
あるとしてＡＲユーザデバイスによって検出されたビーコンの検出ビーコン情報もまた関
連付けられていてもよい。ＡＲユーザデバイスは、それに関連する視野を有する。
【００３２】
　ステップ６３０で、ＡＲユーザデバイスの視野内にあるとして登録された１組の物体に
ついて、登録物体情報が決定される。ＡＲユーザデバイスの視野内にあるとして登録され
る１組の物体は、スマート環境内のＡＲユーザデバイスの定位に基づいてスマート環境内
のＡＲユーザデバイスの視野を決定し、格納された情報（例えば、スマート環境のために
保持されている、格納済みの物体情報、スマート環境内の物体の位置の表示を含む、既存
のスマート環境の表現など、ならびにそれらの様々な組み合わせ）から、ＡＲユーザデバ
イスの視野内にあるとして登録された１組の物体を決定することによって決定されてもよ
い。ＡＲユーザデバイスの視野内にあるとして登録されている１組の物体のための登録物
体情報は（ＡＲユーザデバイスの視野内にあるとして検出された１組の物体の検出物体情
報の決定について前述した、ＡＲユーザデバイスのＴｏＦカメラによって取り込まれた像
に基づいて物体に関連するビーコンを検出することを通して物体そのものから決定される
過程とは異なり）、スマート環境に関連する格納された情報から決定されてもよい。登録
された物体の登録物体情報は、登録された物体の登録物体識別情報および登録された物体
の登録物体定位情報を含む（例えば、スマート環境内の登録された物体の位置を示し、任
意選択で方向を示す情報）。登録された物体の登録物体定位情報は、絶対物体定位情報で
もよい（例えば、スマート環境内の登録された物体の絶対位置、スマート環境内の登録さ
れた物体のスマート環境内のＡＲユーザデバイスの定位に対する位置など）。登録された
物体の登録物体情報は、登録された物体の他のタイプの登録物体情報もまた含んでもよい
。ＡＲユーザデバイスの視野内にあるとして登録されている１組の物体の登録物体情報に
は、ＡＲユーザデバイスの視野内にあるとして登録されているビーコンの登録ビーコン情
報もまた関連付けられていてもよい。
【００３３】
　ステップ６４０で、検出物体情報と登録物体情報の比較に基づいて管理動作が行われる
。管理動作は、スマート環境の表現をスマート環境の物理的現実に整合させるために検出
された物体を登録された物体に照らして評価する動作（例えば、その例示的実施形態が図
７に関して図示および説明されている）、スマート環境の表現を生成する動作など、なら
びにそれらの様々な組み合わせのうち１つまたは複数を含んでもよい。そのような管理動
作の組み合わせが実行される場合は、スマート環境の表現は検出された物体の評価が終了
した後に生成されてもよいし、検出された各物体が評価される都度生成されてもよく（例
えば、スマート環境の表現のディスプレイを見るユーザの誰もがスマート環境の物理的現
実にスマート環境の表現を確実に整合させる過程を見られるようにするために、スマート
環境の表現を生成する際に基づく登録物体情報への変更をもたらす検出された各物体の評
価の後に、その都度、ＡＲユーザデバイスまたはスマート環境表現管理システム上のスマ
ート環境の表現のディスプレイがリフレッシュされてもよい）、その他のときに生成され
てもよいことを理解されたい。
【００３４】
　ステップ６９９で、方法６００は終了する。終了するとして図示および説明されている
が（明瞭にするために）、方法６００は実行され続けてもよいし、または様々な条件下で
再実行されてもよい（例えば、ＡＲユーザデバイスのユーザがスマート環境内を動き回り
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、ＡＲユーザデバイスがスマート環境の像をさらに取り込むときに定期的に、ＡＲユーザ
デバイスにスマート環境の画像をさらに取り込ませるためのＡＲユーザデバイスのユーザ
による手動の指示に応答してなど。これらおよびその他の利用シナリオについても、上記
で加えて説明した）ことを理解されたい。
【００３５】
　図７は、スマート環境の表現をスマート環境の物理的現実に整合させるための方法の例
示的実施形態を示す。方法７００は主に、ＡＲユーザデバイスから受信された情報に基づ
いてスマート環境の表現を生成するために、スマート環境表現管理システムによって行わ
れる機能について図示および説明されている。ただし、スマート環境表現管理システムに
よって行われるとして図示および説明される様々な機能が分散されても、他の方法で様々
に提供されてもよいことを理解されたい。方法７００が図６の方法６００のステップ６４
０として使用されてもよいことを理解されたい。主に順次行われるとして図示および説明
されているが、方法７００のステップの少なくとも一部が同時または図７に示されるもの
とは別の順序で行われてもよいことを理解されたい。
【００３６】
　ステップ７０１で、方法７００が開始する。
【００３７】
　ステップ７１０で、検出された１組の物体の中の検出された物体の１つが選択される。
【００３８】
　ステップ７２０で、検出された物体のうち選択された１つが、（例えば、スマート環境
の表現の管理に使用するためにスマート環境表現管理システムによって維持されている）
登録された１組の物体の中の登録された物体のいずれかに一致するかについて、決定が行
われる。検出された物体のうち選択された１つが登録された物体のいずれかに一致するか
についての決定は、検出された物体のうち選択された１つの検出された物体情報を、登録
された物体に関連する登録物体構成情報のそれぞれと比較することを含んでもよい。検出
された物体のうち選択された１つが登録された物体のいずれかに一致するかについての決
定は、検出された物体のうち選択された１つの検出物体識別子が登録された物体のうち１
つの登録物体識別子のうち１つに一致するかについての決定を含んでもよい。検出された
物体のうち選択された１つが登録された物体のいずれかに一致するかについての決定は、
検出された物体のうち選択された１つの物体定位情報が登録された物体のうち１つの物体
定位情報に一致するかについての決定を含んでもよい。検出された物体のうち選択された
１つが登録された１組の物体の中の登録された物体のうち１つに一致すれば、方法７００
は（例えば、物体のさらなる評価のために）ステップ７３０に進む。検出された物体のう
ち選択された１つが登録された１組の物体の中の登録された物体のいずれにも一致しない
場合は、方法７００は（例えば、検出された物体のうち選択された１つの登録のために）
ステップ７６０に進む。
【００３９】
　ステップ７３０で、物体の検出された構成が物体の登録された構成に一致するかについ
ての決定が行われる。物体の検出された構成と登録された構成が一致するかについての決
定は、物体の検出された定位が物体の登録された定位に一致するかの決定を含んでもよい
。物体の検出された定位が物体の登録された定位に一致するかについての決定は、物体の
検出された位置（および、任意選択で、検出された方向）が登録された位置（および、任
意選択で、登録された方向）に一致するかについての決定を含んでもよい。物体の検出さ
れた構成と登録された構成が一致すれば、方法７００はステップ７７０に進む。物体の検
出された構成と登録された構成が一致しなければ、方法はステップ７４０に進む。
【００４０】
　ステップ７４０で、物体を再構成するかについての決定が行われる。この決定は自動的
に（例えば、検出された物体の有する検出された構成がその物体の登録された構成とは異
なるときに、その検出された物体がその物体の登録された構成に一致する構成を有するよ
うに再構成されるということを示す設定に基づいて、または、検出された物体の有する検
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出された構成がその物体の登録された構成とは異なるときに、その物体は再構成されない
が、その物体の登録構成情報が、その物体の登録構成情報がその物体の構成の実際に一致
するように更新されるということを示す設定に基づいて）、物体の検出された構成が物体
の登録された構成に一致しないことの表示がユーザに提示されたときのユーザによるＡＲ
ユーザデバイスを介した手動選択を検出したことに応答してなど)、ならびにそれらの様
々な組み合わせによって行われてもよい。そのような設定またはユーザに対する表示の提
示は、任意の適切な粒度で適用されてもよいことを理解されたい（例えば、スマート環境
の全ての物体について、スマート環境内の物体のサブセット（例えば、物体のタイプ、物
体の定位などのうち１つまたは複数に基づく）についてなど、ならびにそれらの様々な組
み合わせ）。物体が再構成される場合は、方法７００はステップ７７０に進む（ここでは
、物体は方法７００の範囲外とみなされる何らかの時点に何らかの方法で再構成されると
仮定されるが、物体が再構成される必要があることの表示がＡＲユーザデバイスのユーザ
に提示されるステップを含むように方法７００が適合されてもよいことを理解されたい）
。物体が再構成されない場合は、方法７００はステップ７５０に進む。
【００４１】
　ステップ７５０で、物体の検出構成情報に基づいて物体の登録構成情報が更新される。
物体の登録構成情報はスマート環境の表現の作成または更新に使用されるので、ステップ
７７０に示されるように、その後のスマート環境の表現は物体の登録構成情報の更新を反
映する（方法７００は、ステップ７５０からステップ７７０に進む）。
【００４２】
　ステップ７６０で、物体の検出物体情報を物体の登録物体情報として使用して、検出さ
れた物体が登録される。物体の登録物体情報は、次にスマート環境の表現を生成するため
に使用されてもよいので、その後のスマート環境の表現はスマート環境内の検出された物
体の存在を反映する。
【００４３】
　ステップ７７０で、１組の検出された物体の中の最後の検出された物体がすでに選択さ
れたかについての決定が行われる。１組の検出された物体の中の最後の検出された物体が
まだ選択されていない場合は、方法７００はステップ７１０に戻る（ここで、１組の検出
された物体の中の次の検出された物体が評価のために選択される）。１組の検出された物
体の中の最後の検出された物体がまだ選択されていない場合は、方法７００はステップ７
９９に進み、ここで方法７００は終了する。
【００４４】
　ステップ７９９で、方法７００は終了する。終了するとして図示および説明されている
が（明瞭にするために）、方法７００は実行され続けてもよいし、または様々な条件下で
再実行されてもよい（例えば、方法６００のステップ６４０を提供するために方法７００
が使用される場合に方法６００が再実行される都度、１つまたは複数の追加管理動作を提
供またはサポートするためになど）ことを理解されたい。
【００４５】
　図８は、ある環境に管理動作を行うための方法の例示的実施形態を示す。方法８００は
主に、ＡＲユーザデバイスから受信された情報に基づいてスマート環境の表現を生成する
ために、スマート環境表現管理システムによって行われる機能について図示および説明さ
れている。ただし、スマート環境表現管理システムによって行われるとして図示および説
明される様々な機能が分散されても、他の方法で様々に提供されてもよいことを理解され
たい。主に順次行われるとして図示および説明されているが、方法８００のステップの少
なくとも一部が同時または図８に示されるものとは別の順序で行われてもよいことを理解
されたい。
【００４６】
　ステップ８０１で、方法８００が開始する。
【００４７】
　ステップ８１０で、スマート環境内のＡＲユーザデバイスの定位が決定される。スマー
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ト環境内のＡＲユーザデバイスの定位は、スマート環境のモデルおよびＡＲユーザデバイ
スのＴｏＦカメラによって取り込まれた像に基づいて決定されてもよい。スマート環境の
モデルは、スマート環境の基準モデル（例えば、スマート環境の表現がまだ作成されてい
ないモデル）、スマート環境の表現の以前のバージョンなどを含んでもよい。ＡＲユーザ
デバイスのＴｏＦカメラによって取り込まれた像は、スマート環境の深度マップを含んで
もよい。スマート環境内のＡＲユーザデバイスの定位は、スマート環境のモデルからの情
報をＡＲユーザデバイスのＴｏＦカメラによって取り込まれた像に含まれる情報とマッチ
ングすることによって決定されてもよい。マッチングは、画像認識能力、履歴情報、基準
点（例えば、１つまたは複数の物体１１１、１つまたは複数の物体１１１に関連するビー
コン１１２など）など、ならびにそれらの様々な組み合わせに基づいてもよい。スマート
環境内のＡＲユーザデバイスの定位は、スマート環境内のＡＲユーザデバイスの位置（例
えば、絶対位置、相対位置など）、スマート環境内のＡＲユーザデバイスの方向（例えば
、ＡＲユーザデバイスが向いている方向、ＡＲユーザデバイスの視野の表現、または他の
任意の適切な方向情報）などを含んでもよい。スマート環境内のＡＲユーザデバイスの定
位は、（１）ＡＲユーザデバイス上で決定されて（例えば、ＡＲユーザデバイスがスマー
ト環境のモデルをスマート環境表現管理システムから受け取る）、スマート環境表現管理
システムに提供されてもよいし、または、（２）スマート環境表現管理システム上で決定
されてもよい（例えば、ＡＲユーザデバイスがＡＲユーザデバイスのＴｏＦカメラによっ
て取り込まれた像をスマート環境表現管理システムに提供する）。スマート環境内のＡＲ
デバイスの定位は、精密定位技法（例えば、屋外スマート環境ではＧＰＳ測位、屋内スマ
ート環境では屋内定位など）に基づいて決定されてもよい。ＡＲユーザデバイスは、それ
に関連する視野を有する。
【００４８】
　ステップ８２０で、ＡＲユーザデバイスの視野内にあるとして検出されたビーコンの定
位を示すビーコン定位情報が、ＡＲユーザデバイスの定位に基づいて決定される。
【００４９】
　ステップ８３０で、ある物体がそのビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録
されているかについての決定が、ビーコン定位情報に基づいて行われる。少なくともいく
つかの実施形態では、ある物体がそのビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録
されているかについての決定は、物体登録情報を検索して、そのビーコンの定位に一致す
る物体の定位を示す物体定位情報を有する物体をその物体登録情報が含むか決定すること
によって行われてもよい。少なくともいくつかの実施形態では、物体の定位とビーコンの
定位の一致は、絶対的な一致（例えば、座標が同一であるか、または他の測位情報が同一
である）であってもよく、または、物体の定位とビーコンの定位が十分に近いので、検出
されたビーコンがその物体に関連する見込みがあるか、少なくともかなりの見込みがある
との決定であってもよい（例えば、定位は同一ではないが定位の差が閾値を満たす場合。
ここで、閾値は１つまたは複数の要因（例えば、環境のタイプまたはサイズ、環境内に配
備されているか、配備されていると期待される物体の数など、ならびにそれらの様々な組
み合わせ）に基づいて変動してもよい）。
【００５０】
　ステップ８４０で、ある物体がそのビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録
されているかについての決定に基づいて、管理動作が行われる。
【００５１】
　少なくともいくつかの実施形態では、管理動作を行うことは、そのビーコンの定位に一
致する定位を有する物体が登録されていないとの決定に基づいて、そのビーコンに関連す
る物体を識別し、そのビーコンに関連する物体が環境に関連するとして登録されているか
決定することを含んでもよい。ビーコンに関連する物体を識別することは、ビーコンから
受け取った情報に基づいてそのビーコンに関連する物体を識別すること、または、ビーコ
ンの識別子を決定し、ビーコンに関連する物体へのビーコンの識別子のマッピングに基づ
いてビーコンに関連する物体を決定することを含んでもよい。管理動作は、ビーコンに関
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連する物体が環境に関連するとして登録されているとの決定に基づいて、ビーコンに関連
する物体が環境に関連するとして登録されており、かつビーコンに関連する物体の物体定
位情報がビーコンのビーコン定位情報に一致しないことを示すメッセージの生成、ビーコ
ンに関連する物体の定位情報の更新に関するメッセージ（例えば、ビーコンに関連する物
体の定位情報を更新するようユーザに求める要求メッセージ、ビーコンに関連する物体の
定位情報を更新するかについての指示を応答するようユーザに求めるメッセージなど）の
生成、環境内の新しい場所へのビーコンに関連する物体の移動に関するメッセージ（例え
ば、ビーコンに関連する物体を環境内の新しい場所に移動させるようユーザに求めるメッ
セージ、ビーコンに関連する物体を環境内の新しい場所に移動させるかについての指示を
応答するようユーザに求めるメッセージなど）の生成などのうち、１つまたは複数を含ん
でもよい。管理動作は、ビーコンに関連する物体が環境に関連するとして登録されていな
いとの決定に基づいて、ビーコンに関連する物体の物体登録情報を決定し、ビーコンに関
連する物体の物体登録情報の格納を開始することを含んでもよい。物体登録情報は、ビー
コンから受信された情報または少なくとも１つのユーザ入力インタフェースを介して受信
された情報のうち少なくとも１つから決定されてもよい。物体登録情報は、ビーコンに関
連する物体の識別子、ビーコンに関連する物体の物体定位情報、または、ビーコンに関連
する物体の物体特性もしくは能力の情報のうち少なくとも１つを含んでもよい。
【００５２】
　少なくともいくつかの実施形態では、管理動作を行うことは、ビーコンの定位に一致す
る定位を有するとして登録されている物体がないとの決定に基づいて、ビーコンに関連す
る物体の物体登録情報を決定し、ビーコンに関連する物体の物体登録情報の格納を開始す
ることを含んでもよい。物体登録情報は、ビーコンから受信された情報または少なくとも
１つのユーザ入力インタフェースを介して受信された情報のうち少なくとも１つから決定
されてもよい。物体登録情報は、ビーコンに関連する物体の識別子、ビーコンに関連する
物体の物体定位情報、または、ビーコンに関連する物体の物体特性もしくは能力の情報の
うち少なくとも１つを含んでもよい。
【００５３】
　少なくともいくつかの実施形態では、管理動作を行うことは、ビーコンの定位に一致す
る定位を有するとして登録されている物体がないとの決定に基づいて、物体の物体定位情
報の更新に関するメッセージ（例えば、物体の物体定位情報を更新するようユーザに求め
る要求メッセージ、物体の定位情報を更新するかについての指示を応答するようユーザに
求めるメッセージなど）の生成、環境内の新しい場所への物体の移動に関するメッセージ
（例えば、物体を環境内の新しい場所に移動させるようユーザに求めるメッセージ、物体
を環境内の新しい場所に移動させるかについての指示を応答するようユーザに求めるメッ
セージなど）の生成などを含んでもよい。
【００５４】
　少なくともいくつかの実施形態では、管理動作を行うことは、ある物体がビーコンの定
位に一致する定位を有するとして登録されているとの決定に基づいて、ビーコンの定位に
一致する定位を有するとして登録されている物体に関連する検出物体構成情報をビーコン
から取得し、ビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されている物体に関連す
る登録物体構成情報を取得し、次に、検出物体構成情報と登録物体構成情報を比較するこ
とを含んでもよい。管理動作は、検出物体構成情報と登録物体構成情報が一致しないとの
決定に基づいて、検出物体構成情報に基づき登録物体情報を更新することを含んでもよい
。管理動作は、検出物体構成情報と登録物体構成情報が一致しないとの決定に基づいて、
検出物体構成情報と登録物体構成情報が一致しないことを示すメッセージの生成、検出物
体構成情報に基づき登録物体構成情報を更新することに関するメッセージ（例えば、検出
物体構成情報に基づき登録物体構成情報を更新するようユーザに求める要求メッセージ、
検出物体構成情報に基づき登録物体構成情報を更新するかについての指示を応答するよう
ユーザに求めるメッセージなど）の作成、検出物体構成情報に基づき物体を再構成するこ
とに関するメッセージ（例えば、検出物体構成情報に基づいて物体を再構成するようにユ
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ーザに求める要求メッセージ、検出物体情報に基づき物体を再構成するかについての指示
を応答するようユーザに求めるメッセージなど）の作成などのうち少なくとも１つを行う
ことを含んでもよい。
【００５５】
　少なくともいくつかの実施形態では、管理動作を行うことは、図５の方法５００、図６
の方法６００、または図７の方法７００のうち１つまたは複数に関して図示および説明さ
れる実施形態を含むか、含まない場合はその実施形態に基づいてもよい。
【００５６】
　ステップ８９９で、方法８００は終了する。終了するとして図示および説明されている
が（明瞭にするために）、方法８００は実行され続けてもよいし、または様々な条件下で
再実行されてもよい（例えば、ＡＲユーザデバイスのユーザがスマート環境内を動き回り
、ＡＲユーザデバイスがスマート環境の像をさらに取り込むときに定期的に、ＡＲユーザ
デバイスにスマート環境の画像をさらに取り込ませるためのＡＲユーザデバイスのユーザ
による手動の指示に応答してなどの条件。これらおよびその他の利用シナリオについても
、上記で加えて説明した）ことを理解されたい。
【００５７】
　図９は、本明細書に記載される機能の実行に使用するために適したコンピュータの上位
レベルブロック線図である。
【００５８】
　コンピュータ９００はプロセッサ９０２（例えば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）および
／または他の適切なプロセッサ）およびメモリ９０４（例えば、ランダムアクセスメモリ
（ＲＡＭ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）など）。
【００５９】
　コンピュータ９００は、共働モジュール／プロセス９０５もまた含んでもよい。共働プ
ロセス９０５は本明細書に記載される機能を実装するためにメモリ９０４にロードされて
プロセッサ９０２によって実行されることができ、よって、共働プロセス９０５（関連デ
ータ構造を含む）は、例えばＲＡＭメモリ、磁気式または光学式のドライブまたはディス
ケットなどのコンピュータ可読記憶媒体上に記憶されることができる。
【００６０】
　コンピュータ９００は、１つまたは複数の入力／出力デバイス９０６もまた含んでもよ
い（例えば、ユーザ入力デバイス（キーボード、キーパッド、マウスなど）、ユーザ出力
デバイス（ディスプレイ、スピーカなど）、入力ポート、出力ポート、受信機、送信機、
１つまたは複数の記憶装置（例えば、テープドライブ、フロッピードライブ、ハードディ
スクドライブ、コンパクトディスクドライブなど）など、ならびに、それらの様々な組み
合わせ）。
【００６１】
　図９に示されるコンピュータ９００が本明細書に記載される機能要素および／または本
明細書に記載される機能要素の一部を実装するために適した一般的なアーキテクチャおよ
び機能性を提供することが、理解される。例えば、コンピュータ９００は、物体１１１、
ビーコン１１２、ＡＲユーザデバイス１２０、スマート環境表現管理システム１４０など
のうち１つまたは複数を実装するために適した一般的なアーキテクチャおよび機能性を提
供する。
【００６２】
　本明細書に図示および記載される機能が（例えば、汎用コンピュータ上で実行して（例
えば１つまたは複数のプロセッサによる実行を通して）専用目的コンピュータを実装する
ための１つまたは複数のソフトウェアの実装を通してなど）ソフトウェアで実装されても
よく、かつ／またはハードウェアで実装されてもよい（例えば、汎用コンピュータ、１つ
または複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、および／または他の何らかのハードウ
ェア等価物を使用して）ことを理解されたい。
【００６３】
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　本明細書でソフトウェアの方法として論じられるステップのいくつかが、例えば、プロ
セッサと共働して様々な方法ステップを行う回路として、ハードウェアの中に実装されて
もよいことを理解されたい。本明細書に記載される機能／要素の一部がコンピュータプロ
グラム製品として実装され、そこでコンピュータ命令がコンピュータによって処理される
と、本明細書に記載される方法および／または技法が起動されるか他の方法で提供される
ようにコンピュータの動作を適合させてもよい。本発明の方法を起動させるための命令は
、固定もしくは取り外し可能な媒体に格納されてもよいし、放送内のデータストリームも
しくは他の信号搬送媒体を介して送信されてもよいし、かつ／または、命令に従って動作
するコンピューティングデバイス内のメモリに記憶されてもよい。
【００６４】
　本明細書で使用するとき、用語「または（もしくは）（ｏｒ）」は、特に断りのない限
り（例えば、「あるいは（ｏｒ　ｅｌｓｅ）」または「または、その代わりに（ｏｒ　ｉ
ｎ　ｔｈｅ　ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅ）」の使用）、非排他的な「または」を示すことを
理解されたい。
【００６５】
　様々な実施形態の態様が特許請求の範囲に明記される。それらおよび他の様々な実施形
態の態様は、下記の番号付き条項に明記される。
【００６６】
　１．
　プロセッサおよびプロセッサに通信可能に接続されたメモリを含む装置であって、
　プロセッサが、
　　１組の物体が中に置かれた物理領域を含む環境内で、関連付けられた視野を有するデ
バイスの定位を決定し、
　　そのデバイスの視野内にあるとして検出されたビーコンの定位を示すビーコン定位情
報をデバイスの定位に基づいて決定し、
　　ある物体がビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されているか、ビーコ
ン定位情報に基づいて決定し、
　　ある物体がビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されているかに関する
決定に基づいて管理動作を行うように構成される、
装置。
【００６７】
　２．
　プロセッサが、
　　物理領域のモデルおよびデバイスのカメラによって取り込まれた像、または
　　屋内測位技法のうち少なくとも１つに基づいてデバイスの定位を決定するように構成
される、
条項１に記載の装置。
【００６８】
　３．
　管理動作を行うために、プロセッサが、
　　ビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録された物体がないとの決定に基づ
いて、
　　　ビーコンに関連する物体を識別し、
　　　ビーコンに関連する物体が環境に関連するとして登録されているか決定するように
構成される、
条項１に記載の装置。
【００６９】
　４．
　ビーコンに関連する物体を識別するために、プロセッサが、
　　ビーコンから受信された情報に基づいてビーコンに関連する物体を識別するか、また
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は
　　ビーコンの識別子を決定し、ビーコンに関連する物体へのビーコンの識別子のマッピ
ングに基づいてビーコンに関連する物体を識別するように構成される、
条項３に記載の装置。
【００７０】
　５．
　プロセッサが、
　ビーコンに関連する物体が環境に関連するとして登録されているとの決定に基づいて、
　　ビーコンに関連する物体が環境に関連するとして登録されており、かつビーコンに関
連する物体の物体定位情報がビーコンのビーコン定位情報に一致しないことを示すメッセ
ージを生成するか、
　　ビーコンに関連する物体の物体定位情報の更新に関するメッセージを生成するか、ま
たは
　　環境内の新しい場所へのビーコンに関連する物体の移動に関するメッセージを生成す
るように構成される、条項３に記載の装置。
【００７１】
　６．
　プロセッサが、
　ビーコンに関連する物体が環境に関連するとして登録されていないとの決定に基づいて
、
　　ビーコンに関連する物体の物体登録情報を決定し、
　　ビーコンに関連する物体の物体登録情報の格納を開始するように構成される、条項３
に記載の装置。
【００７２】
　７．
　物体登録情報が、ビーコンから受信された情報または少なくとも１つのユーザ入力イン
タフェースを介して受信された情報のうち少なくとも１つから決定される、条項６に記載
の装置。
【００７３】
　８．
　物体登録情報が、ビーコンに関連する物体の識別子、ビーコンに関連する物体の物体定
位情報、または、ビーコンに関連する物体の物体特性もしくは能力の情報のうち少なくと
も１つを含む、条項６に記載の装置。
【００７４】
　９．
　管理動作を行うために、プロセッサが、
　ビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されている物体がないとの決定に基
づいて、
　　ビーコンに関連する物体の物体登録情報を決定し、
　　ビーコンに関連する物体の物体登録情報の格納を開始するように構成される、
条項１に記載の装置。
【００７５】
　１０．
　物体登録情報が、ビーコンから受信された情報または少なくとも１つのユーザ入力イン
タフェースを介して受信された情報のうち少なくとも１つから決定される、条項９に記載
の装置。
【００７６】
　１１．
　物体登録情報が、ビーコンに関連する物体の識別子、ビーコンに関連する物体の物体定
位情報、または、ビーコンに関連する物体の物体特性もしくは能力の情報のうち少なくと
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も１つを含む、条項９に記載の装置。
【００７７】
　１２．
　管理動作を行うために、プロセッサが、
　ビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されている物体がないとの決定に基
づいて、
　　ビーコンに関連する物体の物体定位情報の更新に関するメッセージを生成するか、ま
たは、
　　環境内の新しい場所へのビーコンに関連する物体の移動に関するメッセージを生成す
るように構成される、
条項１に記載の装置。
【００７８】
　１３．
　管理動作を行うために、プロセッサが、
　ある物体がビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されているとの決定に基
づいて、
　　ビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されている物体に関連する検出物
体構成情報をビーコンから取得し、
　　ビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されている物体に関連する登録物
体構成情報を取得し、
　　検出物体構成情報と登録物体構成情報を比較するように構成される、
条項１に記載の装置。
【００７９】
　１４．
　プロセッサが、
　検出物体構成情報と登録物体構成情報が一致しないとの決定に基づいて、
　　検出物体構成情報に基づき登録物体情報を更新するように構成される、
条項１３に記載の装置。
【００８０】
　１５．
　プロセッサが、
　検出物体構成情報と登録物体構成情報が一致しないとの決定に基づいて、
　　検出物体構成情報と登録物体構成情報が一致しないことを示すメッセージを作成する
か、
　　検出物体構成情報に基づく登録物体構成情報の更新に関するメッセージを作成するか
、または、
　　登録物体構成情報に基づく物体の再構成に関するメッセージを作成するように構成さ
れる、
条項１３に記載の装置。
【００８１】
　１６．
　装置がデバイスであるか、または、デバイスと通信するように構成されたネットワーク
デバイスである、条項１に記載の装置。
【００８２】
　１７．
　デバイスが拡張現実デバイスを備える、条項１に記載の装置。
【００８３】
　１８．
　装置が、環境の像を取り込むように構成されたタイムオブフライト方式のカメラをさら
に備える、
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【００８４】
　１９．
　命令を記憶するコンピュータ可読記憶媒体であって、その命令がコンピュータによって
実行されるとコンピュータに方法を行わせ、その方法が、
　　１組の物体が中に置かれた物理領域を含む環境内で、関連付けられた視野を有するデ
バイスの定位を決定するステップと、
　　そのデバイスの視野内にあるとして検出されたビーコンの定位を示すビーコン定位情
報をデバイスの定位に基づいて決定するステップと、
　　ある物体がビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されているか、ビーコ
ン定位情報に基づいて決定するステップと、
　　ある物体がビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されているかに関する
決定に基づいて管理動作を行うステップとを含む、
コンピュータ可読記憶媒体。
【００８５】
　２０．
　１組の物体が置かれた物理領域を含む環境内で、関連付けられた視野を有するデバイス
の定位を決定し、
　そのデバイスの視野内にあるとして検出されたビーコンの定位を示すビーコン定位情報
をデバイスの定位に基づいて決定し、
　ある物体がビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されているか、ビーコン
定位情報に基づいて決定し、
　ある物体がビーコンの定位に一致する定位を有するとして登録されているかに関する決
定に基づいて管理動作を行うために、
プロセッサおよびメモリを使用するステップを含む、
方法。
【００８６】
　本明細書に提示された教示を組み込んだ様々な実施形態が示されており、本明細書で詳
細に説明したが、当業者が、変更後もそれらの教示を組み込んだ、他の多くの変更形態を
容易に考案できることを理解されたい。
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